
鑑賞と制作を通して、てん刻の歴史と技法を学びます。

▷ 講師　小原 俊樹 氏（工芸書家）

2024. 
① 8月03日㊏, 04日㊐

② 8月10日㊏, 11日㊐
①②ともに同じ内容です。
各日 10:30～15:30

▷ 場所　県立美術館 1F アトリエ３
▷ 定員　各回 8 名（18 歳以上の方）
　　　　　　※初めて本講座を受講する方を優先させていただきます。

▷ 費用　3,000 円程度
▷ 申込　7月3日㊌ から電話受付開始（先着順）
　　　　 ℡ 0985-20-3328（受付時間 10:00 ～ 18:00）

1953年長野県松本市生まれ。長く高校・大学の書道
教育に携わり、中国・台湾・韓国での書法交流活動を
推進。『漢長安城骨簽書法』（木耳社）ほか書道研究書
籍の出版や、刑徒葬塼、骨簽などの書跡研究を踏ま
えた独自な書・篆刻・工芸書世界を模索する。日本漢
字学会・世界漢字文化デザイン学会などに所属し、
古代漢字の象形性やデザイン性豊かな書表現を目指
す。2022年に『燕然山銘初拓本』（藝文書院）を出版。
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昨年度の様子


